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第 3 章は軸受鋼のころがり疲れにより生成する板状炭化物の諸性質に関するもので板状炭化物が Fe3
C ，または ε- Fe2-"'3 CC , N) のいずれかであり，その生成比率がほぼ 1 : 1 である乙と，板状炭化物
















る作用を有する Si と Ni および球状炭化物を安定にし 乙ろがり接触応力によるその崩壊を軽減する







(1) スラスト試験片に生じたはく離の直下に，板状炭化物が観察された割合は約 80 %であり，または
く離のミクロ組織観察からはく離は板状炭化物を起点として起こることを明らかにしている口
(2) 板状炭化物は Fe3 C と ε_" FeZ'"'-'3(C , N) に相当する二種類の炭化物で それらの生成比率はほぼ
1 : 1 である。また板状炭化物中の Mn と Cr の濃度は基地のそれと同じであり 板状炭化物の生成





(4) 板状炭化物の生成に要する，基地炭素量 (Cm) は約 0.25 喝，静的せん断応力 (τ'st) は 60 kgf / 




(6) ミクロ組織に異常を来たさない程度に添加した Si ， Cr および Ni は板状炭化物の生成を抑制し，そ
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れぞれ寿命を改善することを明らかにしている。
以上のように本研究は軸受鋼のころがり疲れによる板状炭化物の生成機構及びそれのはく離との関係
を明らかにし軸受寿命改善の指針を与えたもので金属学的にも工業的にも寄与すると乙ろが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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